
黄

道

周

三主
正三事

論

の

は
じ
め
に

黄
道
府
(
一
五
八
五
l

一
六
四
六
、
福
建
津
滞
人
、
字
は
細
遵
・

玄
度
・
幼
平
、
石
斎
先
生
と
称
せ
ら
れ
る
〉
は
、
明
末
を
飾
る
思
想

家
・
政
治
家
・
芸
術
家
で
あ
り
、
呉
氏
族
支
配
に
屈
せ
ず
明
朝
へ
の

忠
節
を
最
後
ま
で
貫
い
た
志
士
で
あ
る
。
彼
の
崇
高
な
民
族
気
節
と

学
術
上
の
淵
博
な
造
詰
は
、
『
明
史
』
本
伝
に
「
文
章
風
節
高
天
下
」

(
1
)
 

と
称
え
ら
れ
、
ま
た
清
朝
か
ら
も
「
一
代
完
人
」
と
尊
ば
れ
て
い
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
黄
道
府
と
い
う
人
物
の
全
体
像
を
解
明
す
る
た

め
、
文
人
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
、
思
想
家
と
し
て
と
い
っ
た
視

(
2
)
 

点
か
ら
順
次
考
察
を
試
み
て
き
た
。
本
z
稿
で
は
さ
ら
に
芸
術
家
と
し

て
の
視
点
か
ら
、
特
に
書
論
家
と
し
て
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
た

、。
、
し
v

清
朝
帖
学
派
の
大
家
主
文
治
(
一
七
三

O
i
一
八

O
二
)
か
ら

「
梢
格
は
溢
如
、
直
ち
に
鐙
王
に
遺
る
」
(
『
快
雨
笠
題
駿
』
巻
五
「
葉

河

利

?台

内

石
斎
孝
経
」
)
と
称
讃
さ
れ
、
賞
鑑
家
秦
祖
永
(
一
八
二
五
i

一
八

八
回
〉
か
ら
も
「
行
革
は
筆
意
、
離
奇
超
妙
、
深
く
二
王
の
神
髄
を

得
た
り
」
ハ
『
桐
陰
論
画
』
)
と
高
い
一
評
価
を
博
し
た
黄
道
周
の
堂
聞
は
、

「
津
滞
体
」
と
呼
ば
れ
、
現
代
日
本
に
お
い
て
は
哲
学
・
思
想
・
文

学
等
の
ど
の
面
よ
り
も
書
家
と
し
て
の
側
面
が
一
番
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
評
価
は
、
黄
道
周
が
書
道
史
上
、
明
末
清
初
と
い
う
時

代
に
あ
っ
て
、
蓋
其
呂
・
張
瑞
図
・
王
鐸
・
促
元
瀦
・
侍
山
と
と
も

(
3
)
 

に
、
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
非
常
に
偲
性
豊
か
な

書
の
作
品
を
創
造
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
創
造
の

結
晶
で
あ
る
書
芸
術
作
品
に
対
し
て
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
評
価
が

回
定
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
、
黄
道
局
が
蓄
を
実
際
に
制
作

す
る
上
で
、
書
芸
術
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
な
書
を
理

想
と
し
た
か
、
ま
た
同
時
代
の
家
を
ど
の
よ
う
に
み
な
し
て
い
た
か

な
ど
の
本
質
的
な
理
念
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
解
明
さ
れ
て
い

な
い
情
況
に
あ
る
。
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明
代
の
代
表
的
審
論
と
い
え
ば
、
元
の
越
子
昂
の
優
麗
典
雅
な
書

風
を
通
し
て
間
接
的
に
王
毅
之
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
王
議
之
の
典

型
を
奉
じ
直
接
に
玉
毅
之
を
郎
と
し
て
、
宋
の
蘇
紙
・
黄
庭
堅
・
米

市
の
蓄
を
排
斥
す
る
項
穆
の
『
護
法
雅
言
』
と
、
「
耳
目
人
の
醤
は
韻

を
取
り
、
唐
人
の
警
は
法
を
取
り
、
宋
人
の
警
は
意
を
取
る
」
と
し

て
宋
人
を
支
持
す
る
輩
其
岡
田
の
『
函
禅
室
槌
筆
』
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
項
穆
な
ど
に
見
ら
れ
る
復
古
的
な
書
論
を
凌
駕
し
て
革
新
約
な

書
論
を
打
ち
出
し
た
の
が
藷
一
其
同
日
で
あ
る
が
、
こ
の
苦
一
と
同
時
で
、

や
や
後
輩
に
あ
た
る
張
・
寅
・
王
・
促
・
侍
の
人
々
の
運
動
は
、
本

(
4〉

質
的
に
蓋
と
大
変
遣
う
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
黄
道
府
に
つ
い

て
は
、
蓄
に
対
す
る
ま
と
ま
っ
た
論
著
が
な
い
た
め
か
具
体
的
な
研

(
5
)
 

究
が
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
蓄
に
関
す
る
文
章
は
多
少
な
り
と
も

全
集
な
ど
に
散
見
で
き
る
の
で
、
そ
れ
ら
か
ら
黄
道
府
の

る
理
念
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

警
に
関
す
る
文
章

蓄
に
関
す
る
黄
道
府
の
文
章
に
は
次
の
六
一
編
が
あ
る
。

「
書
品
論
!
一
(
『
黄
濠
浦
集
』
巻
十
四
・
論
)

「
与
促
鴻
宝
論
恭
一
同
法
凡
三
則
1

一

(
『
黄
樟
滞
集
』
巻
十
九
・

「
書
秦
華
玉
鍛
諸
楢
法
後
i

一

に
対
す

(
明
北
東
海
滞
集
』
巻
二
十
二
・

「
蓄
蔵
魯
公
郭
公
帖
後
」

(
『
黄
海
浦
集
』
巻
二
十
三
・
世
一
日
後
)

「
題
白
書
千
字
文
帖
後
九
三
章
」

(
『
寅
樟
浦
集
』
巻
二
十
一
ニ
・
童
間
後
)

「
喜
侃
文
正
公
帖
後
凡
三
章
」

(
円
寅
樟
浦
集
』
巻
二
十
三
・
章
一
日
後
)

こ
の
う
ち
、
「
書
品
論
」
は
『
啓
功
叢
稿
』
「
堅
浄
居
芸
談
」
に
収

録
さ
れ
て
い
る
「
寅
石
斎
《
墨
池
偶
談
》
巻
」
(
以
下
《
墨
池
偶
談
》

(
6〉

と
略
す
)
と
同
盟
す
る
一
線
と
向
文
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
啓

(
7
)
 

功
氏
は
黄
溶
の
『
花
随
人
聖
禽
捺
憶
』
に
摘
録
さ
れ
た
文
章
と
、

《
墨
池
偶
談
》
の
真
跡
の
文
字
と
を
対
校
し
て
全
文
を
一
記
録
し
て
い

る
。
そ
し
て
末
尾
に
「
功
按
比
巻
不
見
『
津
浦
集
』
、
蓋
乗
輿
随
筆

所
記
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
『
津
滞
集
』
即
ち
『
津
滞
黄
忠
端

公
先
生
集
』
(
内
閣
文
庫
収
蔵
本
)
巻
十
四
の
「
室
田
口
問
論
」
(
一
に

「
墨
池
小
談
」
に
作
る
)
と
、
こ
の
《
墨
池
偶
談
》
を
熊
合
す
る
と

(
8
)
 

両
者
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
書
品
論
」
と
い
う
一
一
抑
制
は
、
啓
功
氏
が

指
摘
す
る
通
り
、
「
輿
に
乗
じ
筆
に
随
せ
て
記
せ
る
所
」
か
も
し
れ

な
い
が
、
蓄
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
観
点
を
含
ん
で
い
る
。

書
論
は
そ
の
'
内
容
か
ら
書
体
(
装
隷
横
行
革
そ
の
他
)
、
書
法
(
書

の
技
巧
・
用
筆
他
)
、
書
学
(
蓄
を
論
じ
研
究
す
る
も
の
〉
、
書
品
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(
蓄
の
優
劣
上
下
の
口
問
第
・
評
価
)
の
四
つ
の
部
門
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
「
室
田
口
問
論
」
は
題
名
こ
そ
書
品
と
な
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
口
問
第
だ
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
学
帯
一
一
回
に
対
す

る
姿
勢
、
各
骨
一
同
体
と
そ
の
代
表
と
み
な
せ
る
書
、
同
時
代
明
代
の
蓄

に
対
す
る
評
価
、
さ
ら
に
文
一
房
四
宝
へ
の
言
及
と
い
っ
た
広
範
閣
に

わ
た
る
見
解
か
ら
構
，
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
黄
道
局
の
書
論
を

考
察
す
る
上
で
の
第
一
等
の
資
料
と
言
え
る
。
な
お
こ
の
「
書
品

論
」
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
、
黄
溶
は
山
戸
川
禎
七
年
平
成
(
一
六
三
四
)

と
し
て
お
り
、
そ
の
説
に
従
う
と
黄
道
周
五
十
歳
の
時
の
作
と
な

る。
「
与
侃
鴻
宝
論
書
法
凡
三
刻
」
は
、
親
友
促
元
踏
に
宛
て
て
蓄
を

論
じ
た
手
紙
三
通
で
あ
る
。
特
に
理
想
と
す
る
帝
国
法
美
l

「
遁
締
」

を
唱
え
た
貴
重
な
文
章
(
第
一
刻
)
を
含
ん
で
お
り
、
地
に
も
学
書

に
対
す
る
姿
勢
を
示
唆
す
る
章
誕
の
故
事
(
第
二
則
)
、
同
時
代
の

警
に
対
す
る
評
価
〈
第
三
期
〉
が
語
ら
れ
て
い
て
、
「
書
品
論
」
と

と
も
に
黄
道
府
の
書
論
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
言
え
る
。

「
書
秦
華
玉
銑
諸
借
法
後
」
は
、
同
時
代
の
警
に
対
す
る
評
価
が

中
心
に
な
っ
て
お
り
、
主
に
こ
の
点
に
お
い
て
、
「
書
品
論
」
や
「
与

侃
鴻
宝
論
書
法
九
三
期
」
(
第
三
郎
)
と
あ
わ
せ
読
む
べ
き
必
要
が

あ
る
。
な
お
こ
の
一
一
編
の
制
作
年
代
は
そ
の
款
記
「
辛
未
十
月
五
日

指
ど
か
ら
、
崇
禎
四
年
(
一
六
二
二
)
、
黄
道
府
四
十
七
歳
の
時
の

作
と
な
り
、
こ
こ
に
挙
げ
た
六
一
編
の
文
章
中
、
制
作
年
代
の
一
番
早

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
室
田
顔
魯
公
郭
公
帖
後
」
は
、
顔
真
卿
の
『
争
坐
位
帖
』
に
つ
い

て
の
書
後
で
、
理
想
と
す
る
書
法
美
i

「
、
遁
婚
」
を
具
備
す
る
蓄
と

し
て
評
価
し
た
黄
道
局
の
見
解
で
あ
る
。

「
題
白
書
千
字
文
結
後
凡
三
章
」
は
、
摸
本
の
精
巧
さ
に
つ
い
て

(
第
一
章
)
、
学
書
に
対
す
る
姿
勢
(
第
二
章
)
、
歌
揚
詩
の
千
字
文

と
諸
遂
良
の
千
字
文
に
つ
い
て
の
意
見
(
第
三
章
)
か
ら
な
り
、
特

に
第
二
章
は
「
帯
一
一
回
品
論
」
と
あ
わ
せ
読
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
書
侃
文
正
公
帖
後
九
三
章
」
は
、
侃
元
瀦
が
壬
午
(
一
六
回
二
)

の
年
か
ら
笑
未
(
一
六
回
三
〉
の
年
に
か
け
て
書
い
た
五
六
十
帖

に
、
そ
の
蓄
を
評
し
て
綴
っ
た
も
の
(
第
三
章
)
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
「
与
侃
鴻
宝
論
告
一
同
法
凡
三
別
」
と
あ
わ
せ
読
む
必
要
が
あ
ろ

〉

h
ノ
0
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以
上
の
文
章
の
論
点
を
整
理
す
る
と
、
奮
を
論
じ
研
究
す
る
姿

勢
、
理
想
と
す
る
書
法
美
、
同
時
代
の
蓄
の
品
第
一
評
価
の
三
点
に
な

る
。
よ
っ
て
以
下
、
こ
の
三
点
に
絞
っ
て
順
次
考
察
し
て
い
き
た
い
。

学
警
に
対
す
る
姿
勢

先
ず
蓄
を
論
じ
研
究
す
る
姿
勢
、

つ
い
て
見
て
み
た
い
。

つ
ま
り
学
書
に
対
す
る
姿
勢
に



「
書
口
問
論
」
の
冒
頭
は
、
書
の
み
に
よ
っ
て
一
家
を
成
そ
う
と
す

る
者
に
と
っ
て
は
耳
に
逆
ら
う
非
常
に
辛
掠
な
警
句
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。

書
を
作
る
は
走
れ
学
問
中
の
第
七
八
乗
の
事
な
り
。
切
に
此

を
以
て
関
心
す
る
勿
か
れ
。

上
述
し
た
通
り
、
「
書
品
論
」
の
制
作
年
代
が
黄
道
周
五
十
歳
の

時
だ
と
す
る
と
、
こ
の
一
句
は
、
演
道
府
が
自
身
の
生
き
方
を
振
り

返
り
、
現
実
に
照
ら
し
て
み
て
、
学
問
に
お
け
る
書
芸
術
の
地
位
を

端
的
に
位
置
付
け
た
も
の
と
と
れ
よ
う
。
蓄
は
所
詮
、
学
問
の
中
で

は
第
七
需
自
か
第
八
番
自
の
枝
葉
末
節
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
よ
り
も
も

っ
と
大
切
で
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
部
が
あ
る
と
言
う
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
わ
ば
書
軽
視
の
考
え
方
は
、
「
題
白
書
千

字
文
帖
後
凡
三
章
」
の
第
二
章
で
、

終
に
走
れ
小
道
に
し
て
、
神
を
留
む
る
に
足
ら
ず
。

と
言
っ
た
り
、
又
「
晶
一
一
回
品
論
」
の
別
の
一
段
で
、

余
は
素
此
の
世
一
対
を
喜
ば
ず
。
只
諮
へ
ら
く
釣
品
、
余
能
、
少
賎

の
該
ふ
る
所
、
投
査
騎
射
、
反
っ
て
宜
き
所
に
非
ず
と
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
は
っ
き
り
と
着
取
で
き
る
。
書
は
単

な
る
余
暇
の
一
事
に
過
ぎ
ず
、
魚
を
釣
っ
た
り
鳥
を
射
っ
た
り
す
る

事
と
同
程
度
の
「
小
道
」
で
あ
り
一
種
の
遊
び
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
も
の
に
対
し
て
精
神
を
額
け
で
は
な
ら
な
い
と
言
い
切
る
の

し
か
し
、

老
大
人
の
此
一
一
か
清
課
を
著
す
は
、
使
ち
該
子
と
一
般
な
り
。

学
問
人
の
此
一
一
か
伎
備
を
著
す
は
、
使
ち
工
匠
と
別
無
し
。
然
れ

ど
も
就
ち
此
の
中
人
を
引
き
て
道
に
入
ら
し
む
べ
き
処
有
り
。

亦
た
説
間
一
番
す
る
を
妨
げ
ず
。
正
に
走
れ
小
物
に
遇
ふ
も
時

に
大
道
に
通
ず
る
な
り
。
(
「
書
品
論
」
)

と
蓄
の
よ
う
な
「
小
道
」
で
も
、
時
と
し
て
は
「
大
道
」
に
合
致
す

る
こ
と
も
あ
る
と
説
き
、
決
し
て
頭
ご
な
し
に
蓄
を
否
定
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
「
第
七
八
乗
の
事
寸
「
終
に
走
れ
小
道
」
と
述
べ
る
の

は
、
あ
く
ま
で
学
問
中
に
お
け
る
優
先
限
位
を
諮
っ
て
い
る
の
で
あ

る。 で
あ
る
。
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で
は
黄
道
周
が
第
一
番
目
の
学
問
と
し
て
求
め
た
の
は
一
体
何
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
政
治
家
と
し
て
世
に
名
を
成
す
た
め
の
学
問

で
あ
る
。
黄
道
局
は
東
林
党
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
当
時
の
東
林
党
に

属
す
正
義
派
の
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
正
義
を
貫
く
政
治
家
と
し
て
世

に
名
を
成
し
、
そ
の
た
め
の
学
問
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
大
な
使
命
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
東
林
党
に
共
通
す
る
使
命
で
あ

り
、
黄
道
府
と
て
決
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

苦
(
道
周
は
天
啓
二
年
(
一
六
二
二
、
一
二
十
八
歳
)
に
進
士
と
な
っ

た
が
、
時
に
{
豆
官
貌
忠
賢
を
領
袖
と
す
る
関
党
の
「
虐
焔
方
に
織

(
9
)
 

ん
」
な
墳
で
あ
っ
た
の
で
、
文
震
孟
や
鄭
鄭
と
互
い
に
「
言
を
尽
し



〈

玲

)

〈

什

μ
)

て
閣
に
報
じ
」
、
「
共
に
貌
ー
穏
を
劾
す
」
こ
と
を
約
束
し
あ
っ
た
。
同

六
年
(
一
六
二
六
、
四
十
二
歳
)
、
東
林
党
七
君
子
の
一
人
周
起
元

が
関
党
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
投
獄
さ
れ
る
と
数
千
金
を
得
て
救
済
を

計
り
、
山
中
m
禎
四
年
(
一
六
三
一
、
四
十
七
歳
)
に
は
前
の
宰
相
銭
竜

錫
を
救
わ
ん
が
た
め
に
三
度
続
け
て
上
奏
し
て
「
降
三
級
調
用
」
さ

れ
、
さ
ら
に
翌
五
年
(
一
六
三
二
、
四
十
八
歳
)
に
は
密
政
を
憂
え

て
二
度
上
奏
し
、
官
籍
を
削
除
さ
れ
平
氏
に
反
さ
れ
た
。
そ
し
て
二

年
後
の
五
十
歳
の
時
に
は
、
故
郷
で
弟
子
と
詩
論
し
、
経
を
談
じ
、

し
ば
し
ば
人
に
史
を
読
む
こ
と
を
勧
め
、
来
た
る
べ
き
自
に
備
え
、

朝
政
を
革
新
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
書
口
問
論
」
は
正
に
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
も
と
で
警
か
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
寅
道
周
に
は
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
蓄
に

よ
っ
て
名
声
を
得
た
主
義
之
・
越
孟
頬
・
意
誕
の
三
家
に
対
し
、
そ

の
生
き
方
に
は
賛
同
で
き
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

王
逸
少
(
義
之
)
の
品
格
は
茂
宏
(
王
導
〉
安
石
(
謝
安
)

の
間
に
在
り
。
雅
よ
り
臨
池
を
好
む
が
為
に
、
戸
実
倶
に
掩
は

る
。
(
「
由
一
間
口
町
一
m
」)

こ
ひ
ね
が

越
松
一
健
一
一
(
孟
頗
)
、
身
は
宗
務
な
る
に
、
禄
を
元
廷
に
希
ひ
、

特
に
書
一
面
を
以
て
似
を
芸
林
に
遜
む
。
(
同
前
)

こ
こ
ろ

太
極
殿
成
る
。
謝
公
(
安
〉
意
に
子
敬
(
王
献
之
)
を
得
て
蓄

せ
し
め
ん
と
欲
す
。
件
将
(
主
誕
)
の
事
を
挙
げ
子
敬
に
告
げ

て
一
広
ふ
、
「
仲
将
、
撲
に
懸
く
る
の
後
自
り
、
児
曹
に
勅
断
し
、

復
た
書
を
作
ら
し
め
ず
。
此
れ
自
り
措
法
絶
え
て
少
な
し
」

と
。
此
れ
子
敬
を
動
か
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
子
敬
直
ち
に
云

ふ
、
「
仲
将
亦
た
是
れ
貌
朝
の
大
一
位
、
乃
ち
此
の
事
が
為
に
、

貌
徳
の
長
か
ら
ざ
る
を
占
ふ
に
足
る
」
と
。
謝
公
遂
に
止
め
、

乃
ち
張
翼
に
命
じ
之
を
為
ら
し
む
。
(
「
与
俊
鴻
宝
論
書
法
」
〉

人
と
し
て
の
品
格
は
、
王
導
や
謝
安
に
比
肩
す
る
も
の
を
も
ち
な

が
ら
、
掛
一
一
回
を
好
ん
だ
が
た
め
に
、
そ
の
人
格
は
、
後
世
か
ら
書
室
と

仰
が
れ
る
ほ
ど
の
名
声
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
玉
義
之
、
ま
た
宋
の

王
室
に
連
な
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
蒙
古
人
の
た
め
に
働
き
、
蓄
額

に
よ
っ
て
名
声
を
得
て
し
ま
っ
た
趨
孟
娘
、
さ
ら
に
能
書
家
と
し
て

の
名
声
を
馳
せ
た
た
め
に
、
凌
雲
台
の
高
所
に
の
ぼ
っ
て
濡
額
に
題

署
さ
せ
ら
れ
、
一
命
を
落
し
か
ね
な
い
自
に
あ
っ
た
章
誕
、
こ
の
三

人
に
共
通
す
る
の
は
、
書
名
に
よ
っ
て
本
来
の
能
力
が
覆
わ
れ
て
し

ま
っ
た
点
で
あ
る
。
黄
道
周
は
能
書
家
と
し
て
名
声
を
博
す
こ
と
よ

り
も
、
政
治
に
参
画
し
て
功
成
り
名
を
遂
げ
よ
と
言
い
た
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
た
め
に
は
、
経
史
の
学
を
修
め
、
実
学
の
精
神

に
基
づ
く
「
経
世
致
用
」
の
道
を
実
践
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

説
く
。
「
警
口
問
論
」
に
は
、

人
の
蓄
を
読
ま
ん
と
せ
ば
、
先
づ
他
の
学
ぶ
所
の
何
の
学
な

る
か
を
問
ふ
を
安
す
。
次
い
で
他
の
志
す
所
の
何
の
志
な
る
か
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を
定
む
る
を
安
す
。
然
る
後
、

す。

と
あ
り
、
ま
ず
著
者
の
基
づ
く
学
説
や
著
者
の
志
向
を
知
り
、
そ
の

後
に
説
設
問
す
る
よ
う
に
と
勧
め
る
。
黄
道
府
が
こ
の
よ
う
に
言
う
理

由
は
、
後
学
の
青
年
男
子
や
当
時
の
子
弟
達
が
読
書
の
仕
方
を
理
解

し
て
い
な
い
現
状
を
憂
慮
し
た
こ
と
に
あ
る
。

後
生
の
少
年
、
進
取
高
か
ら
ず
。
往
往
に
し
て
走
れ
を
以
て

前
詰
に
裕
夫
す
る
は
、
猶
ほ
五
鼎
に
従
ひ
て
以
て
残
奨
を
践

こ

う

も

ん

し

よ

り

り
、
関
門
に
入
り
て
宜
躍
を
懸
く
る
が
ご
と
し
。
(
「
諮
問
品
論
」
)

守
仏
宇
品

近
来
の
子
弟
、
間
雅
好
有
る
も
、
祇
だ
標
題
を
着
て
、
法
意

を
弁
ぜ
ず
。
法
意
を
間
談
し
て
、
文
一
一
殺
を
尋
ね
ず
。
銃
一
十
を
把
り

管
を
握
り
、
仇
仰
観
る
べ
し
と
雌
も
、
自
ら
身
心
に
反
き
、
何

の
干
渉
有
ら
ん
や
。
(
同
部
)

経
史
に
淵
溺
し
、

百
氏
に
波
及

こ

の

こ

文

を

読

ん

で

分

る

よ

う

に

、

い

て

訴

え

た
か
っ
た
対
象
は
、
即
ち
こ
れ
ら
後
学
の
青
年
男
子
や
当
時
の
子
弟

達
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
の
学
書
態
度
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
も
し
前
代
の
賢
人
に
つ
い
て
論
じ
る
な
ら
ば
、
そ
の
品
徳
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
彼
等
は
そ
の
末
節
や
制
散
に
注
意
を
払

う
だ
け
で
あ
り
、
文
章
の
意
味
を
忘
れ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
態
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
と
喫
怠
し
、
書
と
自
己
の

心
身
と
の
関
係
を
よ
く
考
え
よ
と
訓
戒
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ

た
態
度
は
、
蘇
献
の
「
古
の
蓄
を
論
ず
る
者
は
、
兼
ね
て
其
の
平
生

を
論
ず
。
荷
く
も
其
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
工
み
な
り
と
蹴
も
黄
ば
ざ

る
な
り
」
(
「
警
唐
氏
六
家
警
後
」
)
を
踏
ま
え
、
「
凡
そ
警
は
其
の
人

と
為
り
に
象
る
」
(
間
前
)
と
主
張
す
る
の
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

歴
代
の
書
芸
術
の
批
評
家
た
ち
が
、
作
品
と
と
も
に
作
者
の
平
素
の

生
活
を
問
題
に
し
、
単
に
韓
国
法
が
巧
み
な
だ
け
で
は
、
そ
の
価
値
を

認
め
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
方
に
黄
道
周
も
立
脚
し
て
い
よ
う
。
こ

の
観
点
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

雅
尚
の
倫
は
、
使
ち
当
に
其
の
意
義
を
尋
ね
、
其
の
体
視
を

別
つ
ベ
し
。
安
ん
ぞ
能
く
間
然
と
し
て
汁
を
食
ら
ひ
乏
を
腐
ら

せ
、
梁
鵠
・
皇
象
の
儀
と
艇
を
比
べ
轍
を
斉
し
く
せ
ん
や
。

(「掛一一間口問一論」)
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と
い
う
一
文
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
文
章
の
意
義
を
探
求
し
筋
道
を

弁
別
で
き
る
よ
う
に
文
字
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
平

素
か
ら
そ
の
よ
う
に
心
が
け
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
筆
に
墨
を
つ
け
て

蓄
の
鍛
練
を
積
ん
で
も
、
そ
れ
は
単
に
筆
を
腐
ら
せ
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。
か
の
梁
鵠
・
由
主
象
な
ど
の
大
家
の
後
を
受
け
継
ぎ
一
屑
を
並

べ
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
と
言
う
の
で
あ
る
。
い
た
ず
ら
に
た
だ

字
だ
け
を
並
べ
て
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
蓄
は
書
で
も
な
ん
で
も
な

く
、
真
の
書
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

音
(
道
局
の
学
蓄
に
対
す
る
姿
勢
は
、
上
述
の
よ
う
に
実
学
の
精
神



に
基
づ
く
「
経
世
致
用
」
の
道
を
実
践
す
る
こ
と
を
最
優
先
さ
せ
る

た
め
、
必
ず
し
も
積
極
的
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
次
の
よ
う
な
条

件
下
で
は
書
を
書
い
て
も
よ
い
と
言
う
。

若
し
心
手
を
し
て
余
間
あ
ら
し
め
ば
、
芳
く
及
ぶ
を
妨
げ

ず
。
(
間
前
〉

と
余
暇
に
書
く
場
合
や
、

自
か
ら
走
れ
著
述
の
意
俗
み
、
議
論
の
期
疎
に
し
て
、
風
呂

気
調
ひ
、
筆
研
兵
に
釆
な
り
て
、
原
料
致
之
に
及
び
、
波
溺
有
る

に
似
た
り
。
(
同
前
)

と
著
述
に
疲
れ
て
輩
出
き
た
く
な
っ
た
と
き
に
書
く
場
合
、
さ
ら
に
、

筆
精
墨
良
に
し
て
、
九
案
に
値
は
ば
、
山
水
に
逢
ふ
時
の
如

く
重
ね
て
之
に
遊
ぶ
の
み
。
(
間
前
)

と
好
ま
し
い
筆
墨
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
と
き
に
楽
し
く
書
く
場
合
な

ど
、
余
裕
あ
る
精
神
の
も
と
で
書
く
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

東
林
党
に
属
し
て
正
論
を
は
く
政
治
家
の
立
場
に
あ
っ
た
黄
道
周

に
す
れ
ば
、
書
三
味
に
耽
る
余
裕
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
精
神
状
態
の
良
好
な
と
き
は
、
般
を
み
つ
け
て
気
の
む
く
ま

ま
に
翰
感
一
の
世
界
に
遊
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
湾
浦

体
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
警
を
う
ち
た
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

個
性
豊
か
な
書
芸
術
を
創
造
で
き
る
は
ず
な
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ

。

ト

h
ノ

四

理
想
と
す
る
輩
出
法
美

「
与
促
鴻
宝
論
書
法
九
三
則
」
の
第
一
刻
の
冒
頭
に
は
、
苦
(
道
局

が
理
想
と
し
た
書
法
美
、
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

童
日
字
は
自
ら
、
遁
婚
を
以
て
宗
と
為
し
、
之
に
加
ふ
る
に
浬
深

に
し
て
、
保
廃
に
墜
ち
ざ
れ
ば
、
使
ち
上
流
に
足
る
。

つ
ま
り
理
想
と
す
る
最
高
の
書
法
美
は
、
「
、
盆
据
濯
、
深
」
に
し
て

「
挑
麻
酔
に
墜
ち
ざ
」
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
、
盆
煽
」
は
「
、
議

美
」
と
同
義
で
、
剛
健
美
麗
な
こ
と
。
『
新
唐
室
田
』
選
挙
志
下
に
「
凡

択
人
之
法
有
図
、
・
・
三
臼
書
、
措
法
、
盆
美
」
(
巻
四
五
)
と
あ
る
の

に
基
づ
く
。
「
葎
深
」
と
は
円
密
深
沈
と
し
た
雄
海
な
深
み
の
こ
と
。

「
依
擁
」
と
は
軽
俄
廃
弱
、
す
な
わ
ち
浮
軽
さ
軟
弱
さ
の
こ
と
で
あ

る
。
で
は
黄
道
周
が
宗
部
と
す
る
「
遁
賄
」
の
意
向
と
は
、
具
体
的
に

は
如
何
な
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

街
夫
人
、
右
中
阜
の
奮
を
称
し
て
亦
た
云
ふ
、
洞
精
な
る
筆
勢

は
遁
加
に
し
て
人
に
選
る
の
み
と
。
(
同
前
)

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
書
顔
魯
公
郭
公
帖
後
」
に
も
、

今
此
の
帖
(
争
座
位
帖
)
を
観
る
に
、
、
盆
娼
翻
然
た
り
。
高

き
は
逸
少
に
斉
し
か
ら
ん
と
欲
し
、
卑
き
も
亦
た
米
頴
に
近
か

ら
ず
。
唐
字
一
の
風
有
っ
と
雄
も
、
尚
ほ
永
和
の
喬
を
宏
く
す
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
黄
道
府
が
「
、
議
掲
」
と
考
え
る
輩
出
は
王
義
之
と
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顔
真
郷
の
『
争
座
位
帖
』
で
あ
る
と
言
え
る
。
衛
夫
人
の
言
葉
を
引

用
し
、
王
毅
之
の
警
は
筆
勢
を
深
く
認
識
し
、
人
に
「
、
盆
淵
」
と
感

じ
さ
せ
る
筆
致
を
表
出
し
え
て
お
り
、
『
争
座
位
帖
』
に
も
「
議
船
」

か
つ
軽
快
な
起
が
あ
り
、
唐
初
の
部
荷
風
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
「
永

和
」
年
間
の
書
(
王
義
之
『
楠
亭
序
』
)
の
後
を
受
け
継
い
で
い
る

と
す
る
。
王
・
顔
の
蓄
を
正
宗
と
崇
め
た
こ
と
は
、

十
日
の
俗
流
白
り
紘
一
十
一
患
の
存
す
る
所
、
皆
一
訓
を
霊
る
べ
し
。
右

寧
卦
一
一
回
『
楽
毅
論
』
@
『
周
府
君
碑
』
、
顔
公
『
坐
位
帖
』
の
如
き

は
、
尚
ほ
意
義
の
尋
ぬ
ベ
き
有
り
。
其
の
余
は
悠
悠
と
し
て
宣

に
伝
播
す
ベ
け
ん
や
。
(
「
帝
商
品
論
」
)

と
い
う
一
文
に
明
確
に
打
出
さ
れ
て
い
る
。
王
・
顔
の
書
を
第
一
に

推
す
こ
と
は
、
明
代
書
家
に
一
致
す
る
見
解
な
の
だ
が
、
こ
の
二
人

の
書
を
推
す
理
由
と
し
て
、
黄
道
周
は
「
、
遁
縮
」
と
い
う
一
一
誌
を
選

ん
だ
と
言
え
よ
う
。

「
色
、
過
縮
」
と
い
う
一
誌
の
隆
史
的
使
用
例
を
み
る
と
、
ど
う
や
ら

唐
代
以
後
の
一
許
認
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
何
延
之
の
「
欝
亭
記
ー
一

に
は
「
修
政
枝
之
礼
、
持
一
宅
製
序
、
興
楽
而
書
、
用
蚕
繭
紙
@
鼠
努

筆
、
遁
如
効
能
、
絶
代
吏
無
」
と
あ
っ
、
名
跡
『
一
関
亭
序
』
を
「
、
語
一

招
致
健
ー
一
と
い
う
詰
で
も
っ
て
詳
し
、
ま
た
李
商
隠
も
「
太
尉
衛
公

会
昌
一
品
集
序
」
(
『
李
義
山
文
集
』
巻
四
)
で
「
王
子
敬
之
隷
法
、
金

如
、
皇
休
明
之
革
勢
沈
著
」
と
い
い
、
王
献
之
の
「
、
盆
縮
」
と

評
し
て
い
る
。
宋
代
に
入
る
と
、
先
に
引
い
た
『
新
唐
書
』
選
挙
志

下
も
そ
う
で
あ
る
が
、
問
中
単
一
回
「
袈
休
伝
」
に
「
休
能
文
章
、
卦
一
間
橋
治

娼
有
体
法
」
(
巻
一
八
二
)
と
あ
り
、
袈
休
の
措
警
の
美
を
「
遁
煽
」

と
み
な
し
て
お
り
、
さ
ら
に
書
学
に
精
し
い
蘇
頭
(
一

O
二
O
i
一

一
O
一
)
の
「
題
枯
樹
賦
政
」
に
は
「
観
其
筆
力
遁
縮
頗
逼
二
王
、

非
河
南
不
能
為
也
」
(
『
貌
公
題
抜
』
)
と
あ
り
、
『
枯
樹
賦
』
を
書
い

た
裕
遂
良
の
紘
一
十
力
を
「
遁
加
」
と
い
う
一
語
で
も
っ
て
評
し
て
い

る
。
さ
ら
に
現
代
中
期
の
何
良
俊
に
は
「
正
書
祖
鍾
太
待
、
用
筆
最

古
。
至
右
軍
粉
変
遁
娼
」
と
か
、
「
余
家
有
松
雪
小
橋
『
大
洞
玉
経
』
、

字
如
蝿
頭
、
共
四
千
八
百
九
十
五
字
、
円
勾
遁
賜
」
(
『
西
友
斎
叢

説
』
巻
二
七
)
と
あ
り
、
王
義
之
の
楢
笠
岡
と
越
孟
額
の
小
橋
を
「
遁

椀
」
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
遁
縮
」
の
使
用
例

を
拾
っ
て
い
く
と
、
二
王
の
書
法
美
を
表
現
す
る
場
合
か
、
指
書
の

筆
勢
@
筆
力
の
美
を
評
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
北
九
道
府
の
「
浩
一
縮
」
も
こ
う
い
っ
た
観
点
を
踏
ま
え
た
も
の
と

言
え
よ
う
。
な
お
当
時
の
書
壇
の
第
一
人
者
で
あ
る
董
其
畠
は
、
『
争

控
位
帖
一
を
顔
一
沼
田
の
第
一
に
推
し
、
「
平
原
(
顔
真
卿
)
の
『
争
坐

位
帖
町
一
一
を
以
て
蘇
・
米
に
求
む
る
に
、
方
に
其
の
変
ぜ
る
を
知
ら

ん
。
宋
人
に
し
て
『
争
坐
位
帖
」
一
を
写
さ
ざ
る
は
無
き
な
り
」
(
『
函

禅
室
随
筆
』
)
と
述
べ
、
集
結
『
戯
鴻
堂
帖
』
巻
八
に
こ
れ
を
刻
し

入
、
れ
て
い
る
。
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後
世
、
黄
道
周
が
重
ん
じ
た
こ
の
「
、
盆
煽
」
と
い
う
語
を
以
て
、

黄
道
府
の
書
、
特
に
措
晶
一
一
聞
を
「
糖
格
造
施
、
直
ち
に
鍾
・
王
に
一
通
る
」

と
評
し
た
の
は
清
朝
粘
学
派
の
王
文
治
で
あ
る
が
、
も
し
黄
道
周
自

身
が
こ
の
一
言
葉
を
簡
い
た
な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
の
賛
辞
は
な
い
と
思

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

五

明
代
書
家
に
対
す
る
評
価

黄
道
府
は
現
代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
家
に
対

し
、
そ
の
書
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。
彼
が
評
価
の
対
象
と
し
た
書

家
は
、
そ
の
殆
ど
が
『
明
史
』
文
苑
伝
に
名
を
つ
ら
ね
る
人
達
で
あ

り
、
今
日
の
書
法
史
か
ら
み
て
も
名
家
と
み
な
さ
れ
る
人
々
で
あ

る
。
こ
の
点
は
彼
が
書
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
を
-
証
明
し
て
い
よ

う
。
評
仰
の
対
象
と
な
っ
た
書
家
を
生
卒
年
代
願
に
列
挙
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

文
徴
明
ハ
一
四
七

O
i
一
五
五
九
、
長
洲
人
、
名
は
壁
、
字
は

徴
明
・
徴
仲
、
号
は
衡
山
)

王
稗
登
(
一
五
三
五
i

二
ハ
一

O
、
長
洲
人
、
字
は
佑
穀
、
号

は
百
谷
)

邪
何
(
一
五
五
一
assess--

二
三
二
、
臨
邑
人
、
字
は
子
患
、
号

は
来
禽
生
)

積
一
其
呂
(
一
五
五
五
i

二
ハ
一
三
ハ
、
華
亭
人
、
字
は
玄
卒
、
号

は
香
光
)

黄
輝
(
一
五
五
九
!
?
、
南
充
人
、
字
は
平
惰
・
昭
素
、
号

は
慎
軒
)

米
万
鐙

(
0
・i

一
六
三
一
、
宛
平
人
、
{
子
は
仲
詔
、
号
は
友
石

・
…
湛
題
、
米
市
の
末
喬
)

劉
履
了
(
?
!
?
、
越
州
入
、
字
は
漁
仲
、
黄
道
周
の
畏
友
、

装
刻
家
)

促
元
議
(
一
五
九
三

i
一
六
四
回
、
上
虞
人
、
字
は
玉
汝
・
汝

玉
、
号
は
鴻
宝
・
園
客
)

王
鐸
(
一
五
九
二
i

一
六
五
二
、
孟
津
入
、
字
は
覚
斯
、
号

は
十
樵
)

先
ず
文
徴
拐
に
つ
い
て
は
、
「
八
分
は
文
徴
君
を
以
て
第
一
と
す
」

(
「
書
品
論
」
)
、
「
千
古
の
臨
池
、
・
:
遂
に
絶
徳
を
成
す
」
(
「
書
秦
華

玉
鋳
諾
措
法
後
」
)
と
の
ベ
、
文
の
「
臨
池
」
こ
と
冊
一
商
業
の
高
さ
を
認

め
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
八
分
」
は
隷
蓄
の
八
分
隷
で
は
な
く
、

所
詣
る
「
縄
頭
」
書
の
小
結
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文
徴
明

と
言
え
ば
、
後
人
の
評
価
で
は
小
橋
が
一
番
高
い
が
、
そ
の
点
を
北
京

道
周
も
指
摘
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
間
派
の
惹
一
其
呂
は
、
呉
中
派

の
文
徴
明
・
祝
允
mm
の
二
家
に
対
し
て
「
空
疎
に
し
て
実
際
な
き
を

も
っ
て
」
(
『
画
禅
室
随
筆
』
評
法
書
)
で
あ
る
と
い
い
、
対
抗
意
識

を
む
き
だ
し
に
し
て
激
し
く
非
難
す
る
。
一
雲
間
派
に
も
呉
中
派
に
も

( 60 ) 



属
さ
な
い
黄
道
府
は
、
中
立
の
立
場
に
あ
る
た
め
、
東
道
周
の
一
評
は

蓋
其
呂
よ
り
妥
当
と
言
え
る
し
、
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
て
言
え
ば
、

文
徴
切
に
反
抗
し
よ
う
と
し
た
輩
共
同
国
を
超
越
し
よ
う
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

王
将
登
に
つ
い
て
は
、
「
王
百
穀
は
『
薦
福
』
を
学
び
、
大
旨
を

備
へ
得
た
り
。
惜
し
む
ら
く
は
其
の
能
多
く
八
分
に
金
し
、
却
て
浩

被
遁
加
な
る
も
、
亦
た
得
易
か
ら
ず
」
(
「
番
打
川
論
」
)
、
「
王
百
谷
の

臨
諮
問
は
『
薦
福
』
自
り
上
に
し
て
、
似
達
極
精
な
り
。
惜
し
む
ら
く

は
名
位
の
掩
ふ
所
と
為
る
」
(
「
書
秦
翠
玉
錦
諸
措
法
後
」
)
と
の
ベ
、

欧
陽
一
調
書
の
『
薦
福
碑
』
を
諮
問
く
学
ん
で
い
る
が
、
名
声
と
官
位
が

王
の
書
業
を
覆
っ
て
お
り
、
善
悪
を
論
じ
が
た
い
と
す
る
。
「
清
裁

遁
加
」
と
い
う
評
誌
は
、
後
に
述
べ
る
侃
元
職
に
次
ぐ
非
常
に
高
い

賛
辞
で
あ
る
が
、
王
稗
登
は
文
徴
明
の
後
継
者
的
存
在
で
あ
り
、
文

徴
明
の
書
業
を
認
め
る
以
上
、
王
将
登
に
対
し
て
は
そ
の
分
安
求
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

寅
郎
@
邪
伺
・
米
万
鐙
に
つ
い
て
は
、
「
前
輩
盛
ん
に
寅
平
侍
・

那
子
一
息
河
公
を
推
す
も
、
真
階
を
作
ら
ざ
れ
ば
、
備
さ
に
論
ず
る
を

得
、
ず
」
(
「
書
品
論
」
)
、
「
那
子
慰
e

米
仲
詔
各
其
の
能
有
り
。
大
一
安
、

貞
元
よ
り
後
、
永
徽
よ
り
前
に
し
て
、
其
の
米
筆
を
求
む
る
も
、
亦

た
復
た
得
べ
か
ら
ず
」
(
「
与
促
鴻
宝
論
書
法
1

一
)
、
「
米
友
石
、
晩
年

こ
ん
お
う

大
い
に
関
鼠
〈
を
窺
ふ
も
、
復
た
略
頭
を
作
ら
ず
。
今
己
に
杏
然
た

り
」
(
「
書
秦
翠
玉
鏑
諸
措
法
後
」
)
と
あ
り
、
こ
の
三
家
は
い
ず
れ

も
結
審
や
文
徴
現
が
得
意
と
し
た
「
開
頭
指
一
一
日
」
つ
ま
り
小
楢
を
書
か

な
い
の
で
評
論
の
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
。
今
日
伝
わ
る
書
跡
か
ら

み
る
と
、
黄
輝
@
邪
伺
・
米
万
鐙
と
も
に
確
か
に
行
書
が
中
心
で
、

米
市
の
蓄
を
普
く
習
得
し
た
二
王
風
の
手
で
あ
る
。

董
立
ハ
同
日
に
つ
い
て
は
、
「
輩
先
輩
、
法
力
は
包
挙
し
、
臨
模
の
制
、

前
賢
よ
り
極
む
。
率
ね
其
の
姿
力
も
亦
た
時
に
佳
と
し
難
し
」
(
「
与

促
鴻
宝
論
掛
一
一
商
法
ー
一
)
、
「
董
宗
佑
の
哀
集
を
見
る
に
、
己
に
古
人
の
能

ル』ド乙

を
尽
す
。
市
れ
ど
も
:
・
半
ば
撫
煽
に
帰
し
、
其
れ
排
比
整
斉
に
次
ま

る
の
み
」
(
「
書
秦
輩
玉
鋳
諸
構
法
後
」
)
と
い
い
、
書
論
面
に
お
い

て
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
に
比
し
、
実
作
の
書
の
面
に
お
い

て
は
「
時
に
佳
と
し
難
し
」
と
か
「
半
ば
撫
縮
に
帰
し
」
と
あ
る
よ

う
に
か
な
り
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
昭
一
〈
中
派
の
意
向

を
評
価
す
る
一
方
、
実
質
的
に
董
の
蓄
を
高
く
評
価
し
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
が
、
黄
道
周
の
意
識
の
根
底
に
は
、
葦
室
田
を
何
と
か
超
越

し
よ
う
と
す
る
欲
求
が
内
在
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

劉
履
了
に
つ
い
て
は
、
「
劉
魚
仲
は
諸
体
備
さ
に
源
調
有
り
。
近

ご
ろ
頗
る
汎
濫
す
。
然
れ
ど
も
法
乗
の
中
に
在
り
て
、
骨
相
行
蔵

し
、
只
肥
痩
有
る
の
み
。
肥
え
た
る
者
は
右
軍
の
李
衛
を
部
と
し
、

痩
せ
た
る
者
は
率
更
の
右
中
早
を
変
じ
た
る
が
ご
と
く
、
此
の
荷
途
を

除
け
ば
、
別
に
正
法
無
く
、
穿
く
及
ば
ざ
る
な
り
」
(
「
室
田
口
問
論
」
)
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と
「
肥
者
」
「
痩
者
」
の
「
雨
途
」
に
は
王
義
之
・
欧
陽
詞
の
「
正

法
」
日
正
当
な
筆
法
を
み
る
こ
と
が
で
き
一
応
評
価
で
き
る
も
の
の
、

そ
れ
以
外
に
は
「
正
法
」
が
見
ら
れ
な
い
と
す
る
。

以
上
の
数
家
に
つ
い
て
は
、
呉
中
一
慌
を
験
き
一
応
の
評
価
は
与
え

る
も
の
の
、
全
般
的
に
み
れ
ば
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
一
評
価
の
方
が
強

い
。
こ
れ
ら
数
家
と
は
反
対
に
、
促
元
瀦
と
王
鐸
に
は
プ
ラ
ス
評
価

が
な
さ
れ
、
と
り
わ
け
促
元
瀦
に
対
し
て
は
多
大
な
る
賛
辞
が
連
ね

ら
れ
る
。

同
年
中
、
侃
鴻
宝
の
筆
法
、
深
古
た
り
。
遂
に
能
く
子
鴎

(
蘇
獄
)
・
逸
少
の
長
を
兼
ね
撮
る
。
:
・
十
数
年
過
ぎ
る
も
亦
た

王
・
蘇
と
弁
び
に
宝
た
り
。
当
世
、
但
だ
郡
清
之
を
為
さ
ざ
る

を
恐
る
の
み
。
(
「
書
秦
華
玉
鍬
諸
措
法
後
」
)

骨
力
瞬
的
し
、
筋
肉
輔
茂
し
、
仇
仰
操
縦
せ
ん
と
欲
す
る
が

如
き
は
、
倶
に
人
に
繰
ら
ず
。
茶
(
袈
)
を
抹
し
、
蘇
(
紋
)

を
掩
ひ
、
王
(
義
之
)
を
望
み
、
羊
(
欣
)
を
遜
ゆ
る
は
、
宜

し

く
侃
鴻
宝
に
如
く
者
無
か
る
べ
し
。
但
だ
今
肘
力
正
に
持
ひ
、

若
気
太
だ
洋
な
れ
ば
、
人
従
ひ
て
未
だ
其
の
妙
を
解
せ
ざ
る
の

み
。
(
「
書
口
川
論
」
)

此
の
老
(
仰
元
締
)
を
着
る
に
、
間
だ
れ
逸
少
以
上
の
人
な
る

こ
と
分
明
な
り
。
世
人
の
尊
耳
、
以
て
怪
論
と
為
す
も
、
今
克

に
如
何
ん
。
壬
午
(
一
六
凶
二
)
初
年
、
僕
、
公
の
蓄
を
作
る

を
見
、
人
に
告
げ
て
云
く
、
「
鴻
兄
の
命
筆
、
顔
魯
公
・
蘇
和

仲
(
紙
)
よ
り
上
に
在
り
。
其
の
人
も
亦
た
絶
出
す
」
と
。
諸

君
一
訟
り
、
未
だ
敢
え
て
信
ぜ
ず
。
・
:
然
し
て
晋
宋
自
り
上
下

し
、
惟
だ
逸
少
・
和
仲
の
み
、
公
の
一
身
に
通
ず
。
(
「
書
俊
文

正
公
結
後
」
)

促
鴻
宝
の
子
踏
を
為
す
は
、
独
り
規
模
別
に
応
ず
る
の
み
な

ら
ず
。
其
れ
神
理
も
亦
た
ま
さ
に
前
を
超
え
ん
と
す
。
(
「
与
促

鴻
宝
論
書
法
」
)

こ
の
回
文
を
総
合
す
る
と
、
促
鴻
宝
の
筆
法
は
規
則
に
応
じ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
「
深
古
」
で
自
由
自
在
に
「
仇
仰
操
縦
」
し
、
墨

宝
と
さ
れ
る
王
義
之
・
羊
欣
・
顔
真
卿
・
茶
菓
・
蘇
献
と
い
っ
た
書

法
史
上
の
名
家
の
「
神
理
」
を
兼
ね
備
え
、
ま
た
人
格
も
「
絶
出
」

の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
当
世
の
人
々
に
は

「
怪
-
論
」
に
関
こ
え
、
「
其
の
妙
を
解
せ
ず
」
信
じ
よ
う
と
し
な
い
。

今
に
き
っ
と
こ
の
見
方
が
正
当
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
促
元
瀦
に
対
す
る
黄
道
周
の
評
価

は
、
先
に
見
た
明
代
の
書
家
の
誰
よ
り
も
高
い
。
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま

(uu 

で
に
佼
元
踏
を
高
く
評
価
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
思
う
に
、
黄
道

府
は
促
元
瀦
を
高
く
評
倍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
か
く
あ
り

た
い
と
願
う
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

人
格
@
書
法
両
面
に
お
け
る
指
標
と
し
て
表
現
し
た
か
っ
た
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
侃
元
臓
は
、
後
世
か
ら
書
法
史
上
に
確
固

た
る
地
位
を
与
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
「
絶
出
」
と
い
う
黄
道
府
の

見
解
ほ
ど
の
地
位
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
市
で
は
、

主
鍔
の
方
が
そ
の
有
資
格
者
の
よ
う
で
あ
る
。

王
鐸
に
つ
い
て
は
、
「
行
革
は
近
く
は
王
覚
斯
を
推
す
。
党
斯
は

方
に
感
年
な
り
。
其
の
五
十
な
れ
ば

J

自
ら
化
す
る
を
君
ん
」
(
「
書
品

論
一
)
と
、
将
来
を
加
味
し
て
や
プ
ラ
ス
一
評
価
を
下
し
て
い
る
。
黄
道

府のこの一一一一口唯一
A

は
、
恐
ら
く
王
鍔
に
対
す
る
最
初
の
一
許
認
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ

る。
以
上
が
北
京
道
府
の
明
代
書
家
に
対
す
る
評
価
の
す
べ
て
で
あ
る

が
、
促
元
綿
と
王
鐸
に
対
す
る
見
方
は
、
と
も
に
同
年
の
進
士
と
し

て
翰
林
院
で
書
を
研
鍛
し
あ
っ
た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
を
差
し
引
い
て

も
、
や
は
り
傾
聴
す
べ
き
一
評
価
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

但
し
一
つ
だ
け
気
に
な
る
点
は
、
張
瑞
図
(
一
五
七

O
i
一
六
三

九
、
晋
江
人
、
字
は
長
公
、
号
は
二
水
@
白
蓮
奄
・
果
亭
山
人
)
に

つ
い
て
一
一
一
一
一
口
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
「
部
張
憲
一
米
」
と

称
さ
れ
る
山
家
の
う
ち
、
部
@
惹
一
@
米
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
よ
う

な
評
が
見
ら
れ
る
が
、
張
市
図
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
張
瑞
図
は
杭
官
貌
忠
賢
を
頭
し
、
説
の
生
耐
の
碑
文
を
丹
南

し
、
東
林
党
の
人
々
を
論
難
す
る
た
め
に
作
成
し
た
『
一
ニ
朝
要
血
ハ
』

の
一
編
纂
副
総
裁
に
な
っ
た
人
で
あ
り
、
東
林
党
に
組
す
る
黄
道
周
は

張
の
そ
の
よ
う
な
人
格
面
を
忌
み
嫌
い
、
た
と
い
芸
術
的
な
成
果
を

残
そ
う
と
も
評
価
の
範
時
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ームーノ、

最古

以
上
、
黄
道
府
の
書
論
を
学
事
一
一
日
に
対
す
る
姿
勢
、
理
想
と
す
る
番

美
、
明
代
書
家
に
対
す
る
評
価
と
い
っ
た
三
つ
の
角
度
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
考
察
を
進
め
て
き
た
。
彼
の
ま
と
め
る
と
次
の
様
に
な

る。
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第
一
に
書
家
と
し
て
名
戸
を
得
る
よ
り
も
、
政
治
面
で
功
成
り
名

を
遂
げ
る
こ
と
を
人
生
に
お
け
る
重
大
な
使
命
と
せ
よ
と
い
う
実
学

重
視
論
で
あ
る
。
「
書
を
作
る
は
走
れ
学
問
中
の
第
七
八
乗
の
事
」

と
い
う
一
一
一
一
口
葉
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
と
れ
ば
書
軽
視
と
も
と
れ
な
く
は

な
い
が
、
幸
福
に
専
念
し
て
「
大
道
」
を
見
失
う
な
と
い
う
警
句
と
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
「
、
盆
娼
」
と
い
う
書
法
美
を
提
唱
し
、
そ
の
書
法
美
を
具

備
す
る
書
跡
と
し
て
王
義
之
と
顔
真
卿
の
書
を
掲
げ
、
さ
ら
に
「
、
過

垢
i

一
を
通
じ
て
自
己
の
書
を
導
こ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
殺
友
促
元
瀦
の
蓄
が
「
神
理
」
を
兼
ね
備
え
、
か
つ
人
格

も
「
総
出
」
の
存
在
で
あ
る
と
激
賞
す
る
と
と
も
に
、
促
の
書
と
人



格
を
一
通
じ
て
自
分
が
か
く
あ
り
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
こ
と

で
あ
る
。

以
上
の
三
点
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
彼
の
書
論
は
必
ず
し
も
蓋
其
昌

を
超
越
し
て
は
い
な
い
が
、
独
自
の
視
点
か
ら
伝
統
を
踏
ま
え
、
新

し
い
蓄
の
美
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
し
た
態
度
は
看
取
で
き
よ
う
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
人
に
因
り
て
芸
を
廃
し
、
十
一
去
に
回
以
り
て
人
を

廃
す
と
い
う
人
品
と
書
品
を
混
同
す
る
前
近
代
的
な
視
点
か
ら
書
芸

術
を
論
じ
る
と
い
う
焔
努
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
一
人
明
末
の
黄
道
府
の
み
な
ら
ず
、
書
論
史
上
、
普
遍
的
な
伝

統
的
な
考
え
で
あ
る
が
、
や
は
り
人
品
と
醤
品
を
切
り
離
し
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
、
今
後
新
た
な
書
論
は
展
開
で
き
な
い
で
あ
ろ

。

〉
勺
ノ

、正
(

1

)

前
赫
徳
・
子
敏
中
等
撰
『
欽
定
勝
初
殉
節
語
臣
録
』
上
論
に
「
如
劉

宗
周
・
黄
道
府
:
・
均
足
称
一
代
完
人
」
と
あ
る
。

(

2

)

文
人
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
末
文
人
交
友
考
i
徐
霞
客
と

黄
道
局
」
(
筑
波
中
国
文
化
論
叢
9
、
一
九
八
八
〉
で
、
政
治
家
の
側
面
に

つ
い
て
は
、
同
「
東
林
か
ら
復
社
へ
l
詞
臣
賞
道
周
を
め
ぐ
っ
て
」
(
中

国
文
化
一
九
八
九
、
漢
文
学
会
会
報
訂
)
で
、
思
想
家
の
側
面
に
つ
い
て

は
、
拙
訳
「
北
京
道
府
の
理
学
思
想
」
(
日
本
橋
女
学
館
短
期
大
学
紀
要
3
、

一
九
八
九
)
で
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
試
み
た
。

〈
3
〉
明
末
清
初
の
人
々
の
警
を
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
運
動
」
と
い
う
一
言
葉

で
も
っ
て
書
道
史
上
に
位
置
付
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
西
川
寧
氏
の
『
支

那
の
書
道
』
所
掲
の
「
董
其
昌
を
語
る
」
(
一
九
三
八
年
五
月
)
が
最
初

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(

4

)

西
川
寧
氏
「
王
鐸
の
こ
と
」
と
題
す
る
一
文
(
東
洋
書
道
協
会
一
編
集

『窪田口問』

5

「
王
鐸
特
集
」
号
所
掲
、
一
九
五

O
年
五
月
)
に
見
え
る
。

(

5

)

黄
道
周
の
書
論
及
び
書
に
関
す
る
研
究
論
著
に
は
「
現
黄
道
周
論

書
」
石
斎
集
〈
王
原
郡
等
築
輯
『
鍬
文
斎
書
画
諮
』
巻
七
・
論
帯
一
一
回
七
・
書

学
下
、
「
与
促
鴻
宝
論
書
法
三
期
」
第
一
刻
に
同
じ
〉
、
「
寅
石
斎
論
書
巻

子
1

一
(
黄
溶
著
『
花
随
人
聖
盆
探
憶
』
収
録
)
、
「
寅
石
斎
《
墨
池
偶
談
》

巻
」
(
啓
功
著
『
啓
功
叢
稿
』
収
録
)
、
「
墨
池
偶
談
〔
節
選
〕
」
〈
楼
竪
明

・
洪
五
諜
編
著
『
歴
代
書
論
選
注
』
収
録
〉
、
「
意
気
密
麗
、
飛
鴻
舞
鶴
l

街
論
黄
道
周
其
人
其
書
」
(
王
壮
弘
、
『
中
国
書
法
』
一
九
八
七
年
第
一

期
)
、
「
与
侃
鴻
宝
論
書
法
三
刻
」
訳
注
(
『
中
国
書
法
』
一
九
八
七
年
第

一
期
)
、
「
黄
道
周
及
其
行
革
書
(
上
・
下
〉
」
(
一
心
、
『
卦
一
日
法
報
』
一
九

八
八
年
五
月
十
一
日
・
二
十
五
日
〉
、
「
黄
道
府
的
書
法
芸
術
」
ハ
林
仲
文
、

『
書
法
』
一
九
八
九
年
第
六
期
)
な
ど
が
あ
る
が
、
理
念
の
問
題
を
正
面

か
ら
論
じ
た
も
の
は
、
王
壮
弘
氏
の
一
文
だ
け
で
あ
る
。
促
元
職
に
つ
い

て
は
、
「
筆
驚
風
雨
、
紙
生
雲
煙
i
侃
一
克
磁
書
法
芸
術
浅
談
」
(
穆
操
一

瓢
、
『
書
法
』
一
九
八
八
年
第
三
期
)
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

(
6
〉
《
暴
一
池
偶
談
》
の
冒
頭
に
は
、
「
絹
本
小
構
書
七
十
五
行
、
尾
款
行
所

較
大
三
行
。
前
有
迎
苔
小
印
二
字
不
可
排
、
下
有
『
蔵
臨
書
屋
』
朱
文
印
。

後
有
『
諮
印
観
成
』
白
文
印
、
『
海
潮
』
・
『
鴻
盆
』
朱
文
印
。
」
と
、
書
体

と
収
蔵
印
に
つ
い
て
の
前
書
、
ぎ
が
あ
る
。
こ
れ
は
啓
功
氏
が
実
際
に
黄
道

周
の
真
跡
《
率
一
池
錦
談
》
を
見
た
こ
と
を
物
語
っ
た
貴
重
な
記
録
で
あ
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る
。
な
お
収
蔵
印
の
『
蔵
障
害
屋
』
印
は
胡
適
〈
蔵
障
室
)
の
も
の
か
。

他
は
未
詳
。

(

7

)

『
花
随
人
堅
金
採
憶
』
に
は
「
寅
石
斎
論
番
巻
子
」
と
「
寅
石
斎
逸

事
」
の
二
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
が
『
啓
功
叢
稿
』
が
引
用
す

る
一
文
で
あ
る
。

(
8
〉
本
稿
で
は
「
叩
商
品
論
」
を
底
本
と
し
、
《
愚
一
池
偶
談
》
を
参
照
し
な

が
ら
読
む
こ
と
に
し
た
。

(

9

)

(

叩
)
荘
起
健
一
編
『
海
浦
黄
先
生
年
譜
』
の
天
啓
二
年
の
条
に
、
「
是

時
貌
瑞
虐
焔
方
織
、
文
湛
持
(
震
孟
〉
・
刷
剣
山
本
~
陽
(
鄭
〉
与
先
生
約
問
尽

一
一
一
一
口
報
国
」
と
あ
る
。

(
日
)
『
貰
樟
浦
集
』
巻
首
・
洪
思
撰
「
賀
子
伝
」
に
、
「
初
与
文
震
一
五
・
鄭

鄭
、
約
共
劾
貌
瑞
」
と
あ
る
。

ハ
ロ
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
沙
孟
海
先
生
が
「
北
京
石
斎
高
刻
経
義

手
札
政
」
(
『
沙
一
五
海
論
番
叢
稿
』
収
録
)
の
中
で
、
「
余
観
石
斎
称
一
鴻
宝

数
語
、
正
走
自
道
職
務
、
骨
力
四
旬
、
尤
関
書
学
旨
要
。
卒
其
所
話
、
遂

為
明
季
書
人
第
一
、
非
偶
然
失
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

〈
調
布
学
園
女
子
短
期
大
学
)
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